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オ ー ス ハ ラ ワ ア の サ ン ゴ 礁

ｉ

万ジぶ１恥
ふ４メノｌ

オース ト ラ リ ア 大 唯 の 北 束 部 の 沖 合 に は サ ン
ゴ供が約２０００キロにわたって延々と道なり、世
界 最 大 の 「 グ レ ー ト バ リ ア リ ーフ 」 を 形 成 し て
い ま す 。 ケ ア ン ズ 空 港 か ら 日 本 へ 向 け て 飛 び 立
っ た 飛 行 機 の 窓 か ら 見 下 ろ す と 、 大 き な サ ン ゴ
礁 （ 写 真 左 下 ） の 他 に 、 数 多 く の 中 小 の サ ン ゴ
｛ Ｃ 焦 が 点 々 と 続 き 、 目 を 奪 わ れ ま す。 ち な み に、
この「グレート・バリア・リーフ」は１９８１年１０月
に世界遺１卿こ指定されました。
こ れ ら の サ ン ゴ 礁 群 が 形 成 さ れ 始 め た の は 約

１万５０００年前といわれ、サンゴ礁の数は約３５０種。
海 に 潜 る と 、 様 々 な サ ン ゴ の 間 を カ ラ フ ル な 熱
帯 魚 （ 写 真 上 ） 於 乱 舞 し て い ま す。
サ ン ゴ の 組 織 内 に は サ ン ゴ に 食 物 と 色 彩 を 提

供して共生している微小な植物がいます。１９９８
年 に は こ の 海 域 の 海 面 温 度 が エ ル ニ ー ニ ョ 現 象
で 、 高 温 に な っ た た め 、 サ ン ゴ が ス ト レ ス を 受
け 、 こ の 微 小 植 物 を 追 い 出 し 、 そ の 結 果 、 サ ン
ゴの色が白くなりました。（写真右下）今は、
の白化現象は現在バ可復しっっありますが、
学 者 た ち は 「 地 球 の 温 暖 化 が 今 の ペ ー ス で 進 む
と、２０３０年までに１世界のサンゴ礁の６０パーセン
ト が 失 わ れ る 」 と 警 告 し て い ま す。
（文と写真・川名英之、写真は１月２９日、写す。）

川名英之・化学物質過敏症特集（上）「究明された「杉並病」の原因」
津谷裕子・『シリーズ・隣の環境ＮＧＯ』化学物質による大気汚染を考える
森脇靖子・近海魚のダイオキシン汚染
中村晶子・「環境法の今」第９回土壌汚染対策法（案）
「容器包装リサイクル法の改正提言」「循環型経済システムの高度化に向けての意見提出」
ｌｎｔｅｍａｔｉｏｎａｌＮｅｗｓＣｌｉｐ（最近の国際動向）
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究明された「杉並病」の原因

⑥
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地下

プラスチックの圧縮で毒物発生
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国民会議常任幹事・江戸川大学講師

川 名 英 之

井 草 森 公 園 地 下 の 杉 並 中 継 所㎜ ■ ■ ・ ＝ ・ ・ ＝ ・ ・ ・
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「杉並病」の原因について、

被 害 者 ・ 支 援 者 の 科 学 者

グル ープ が 中 継 所 周 辺 の

大 気 か ら プ ラス チ ッ ク が

擦 れ 合 う 際 に 発 生 す る 毒

性 物 質 を 検 出 、 発 生 の メ

カニズムを究明しました。

科 学 者 グ ル ープ は そ の

毒 性 が 被 害 者 の 症 状 と ほ

ぼ一致することから、「原

因 物 質 は トル エ ン ジイ ソ

シアネートや有機シアン

な どの プ ラス チ ッ ク 起 源

の シ ア ン 系 化 合 物 」 と 結

杉並中継所の仕組み

‘４ “゛ｌ●ｍ”不燃ごみ圧縮工程で生じた汚
卜ｊンーしμ・染大気を放出する排気塔（高゛；゛゛、ざときＳ、ｊさ８メートル）と換気塔（排

１２ｔ２ｊｉｙ気．塔の宣座．．回ｊｊ．-ト
ル）＝２月２７日、筆者写す。

本号と次号の２回、「化学物質過敏症特集」を組
んで近年増えている化学物資による健康被害の問題

について考えます。

被害・支援者中の科学者が遂に究明

プララスチックなど不燃ごみの圧縮作業施設、杉
並中継所（東京都杉並区）の周辺で発生している

論、プラスチックの押込み作業で毒性物質が放出さ
れる実態が初めて明らかになりました。
プラスチックごみの容量を減らす圧縮作業によっ

て毒性化学物質が放出され、数百人の健康被害者が

集団発生していながら、政治・行政が６年間も救済せ
ずに放置してきたケースは世界に例がなく、その原
因物質の究明を機にプラスチックごみの処理過程で
発生する新しい公害として世界的に議論を呼びそう
で す。

「杉並病」は化学物質過敏症の原点。そこで今回
は「杉並病」問題の経過をたどり、究明された「杉並

病」の原因と発生のメカニズム、最後に「隣りの環境
ＮＧＯ」に杉並病の患者や支援の人たちでつくってい
る「化学物質による大気汚染を考える会」を取り上

げ、次号で増えている化学物質過敏症の実態、原囚
物質、予防対策の現段階などを紹介します。



プラスチックごみの容積縮減作業

杉並中継所は東京都が練馬区との境に近い杉並区
井草の区立井草森公園の地下を掘り起こして建設し
た不燃ごみ圧縮作業施設。毎日、収集車で杉並区の

全域および周辺区一部地域の家庭から出るプラスチ
ックごみなどの不燃ごみ清掃車８台分この中継所の

地下に搬入、不燃ごみを圧縮して大型コンテナ１台に
詰め替え、東京湾岸の処理センターに運んでいます。
地下２階の作業場の空気や詰込み作業で発生した

汚染物質などは地上に突き出た排気塔および４つの
換気塔から大気中に放出されている。最近は多少改
善されましたが、稼動初期には浄化設備がなかった
ため、多くの毒性物質を排出、健康被害が多発しま
した。

周辺住民が「息苦しい」「目が痛い」などと訴え始
めたのは中継所が本格稼動した１９９６年４月。杉並区
が同年１１月に実施した住民健康調査では、健康不調

を訴えた人が３１９人を数えました。このほか隣接する
練馬区でも１９９９年１２月までに少なくとも１９人が健康
被害を受けていることが［練馬区の『杉並病ｊをな
くす会』の面接調査の結果、明らかになっています。
「杉並病」と知られたくない人もいるうえ、その後も
発症が続いているため患者の総数はかなりの数にの
ぽっています。

化学毒物が周辺地域に深刻な健康被害

杉並中継所が本格稼動した９６年４月ごろから周辺
地域では風向きによって風邪下の住民の中に健康被

〃〆
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脱毛して人の皮膚のようにツルツルになり、２００１年７月に死亡し
た 練 馬 区 下 石 神 ＃ ２ 丁 目 、 Ｙ 子 さ ん 宅 の ペ ッ ト 、 フ ェ レ ッ ト の ポ ン
コ＝１９９８年３月、写す。

害、植物の枯死・衰弱、ペットの死亡などの被害が続

出Ｉしました。

巾継所の北西約４００メートルの距離にある練馬区下

石椎＃２丁目の会社貝、木村洋子さん（６１歳）は春

先から秋にかけての南東の風で呼吸が苦しい、頭痛、

視力の衰え、目がかすむなどのｊｉｋ状に悩まされ、９８

年には遂に働けなくなり、定年の２年半前に会社を

辞めました。ペットのフェレット（イタチ科）、ポン

コは９８年から脱毛し始め、２００１年には人の皮膚同様

の ツルツル に な って 昨 年 ７ 月 、 死 に ま し た。

中継所西門の向かい側にある学生寮の寮母、田村

ケイ子さん（６７歳）は中継所が本格稼動した９６年５

月から呼吸が苦しい、目がかすむ、疲れやすいなど

の症状が出始め、翌９７年２月には太陽が真っ黒に見

えるまで眼の障害が進みました。田村さんは多くの

病院で診察を受けましたが、北里研究所以外はどこ

も化学物質を体内に取り込んだための病気とは分か

らず、「異常がない」と診断しました。やがて学生寮

の学生が健康を損ねて退寮し、９９年～２０００年にはそ

れまでの２５人から９人に減り、田村さんは手足が不

自由になったせいか、階段からの転落や自転車での

衝 突 な ど で け が が 続 き ま し た。

中継所から１００メートルほどしかはなれていない井

草５丁目の主婦、斎藤恵子さん（６２歳）は中継所の

稼動から２ヵ月後の９６年６月ごろ、喉が赤く腫れ、

舌にも腫れものができ、ご主人も体中に水ふくれが

で き 、 水 泡 が 崩 れ て ひ ど く か ゆ か っ た と い い ま す。

恵子さんは翌年４月、乳房がパンパンに腫れ、非常

な恐怖感に襲われて前途を悲観したそうです。この

症状について、専門家は化学物質によって性ホルモ
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ひ ど く 枯 れ た 杉 並 区 井 草 ５ 丁 目 の 植 木 畑 の 松 。 現 在 は 松 が 全 部 、 伐
採されてしまっている＝１９９８年５月、斎藤恵子さん写す。
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ンに異常がもたらされたためとみています。恵子さ

んは杉並病被害者でっくっている「杉並病をなくす

会」常任委員として運動していますが、この地域の

化学物質汚染を知られたくない人だちから「いやな

ら自分か出て行けばいい」などとののしられると言

い ま す。

中継所の南約１５０メートルの距離に住む八十島歌子

さん（７０歳代後半）は保育園を経営していたとき、

中継所が稼動を開始し、職員（保母、調理、事務な

ど９人）と乳幼児（二十数人）の中に結膜園や湿疹、

下痢、体がだるいなどの症状が次々に現われました。

その結果、退職者、退園車が続出、１９９９年３月末に

閉園しました。八十島さん自身も９６年７月ごろから

戸外の空気を吸うと、苦しくなりました。視力が衰

え、１９９７年３月の測定では左１．２、右１．０もあった視力

がいずれも０．３に。２０００年１０月には全身に湿疹ができ、

皮膚科一で診てもらったところ、「大気汚染によるも

の」と診断されました。

八十島さん宅から近い水野愛子さん（７４歳）は９６

年６月ごろから喉と眼の痛み、眼の充血、視力の低

下があり、７月には北里大学病院神経科から「中枢

神経機能障害」と診断されました。水野さんは９７年

９月、約２００万円を投じて米国・ダラス市・環境健康

センターの化学物質過敏症の専門医の診察・治療を受

け、 そ の 結 果 、 血 液 中 か ら ｎ - ペ ン タ ン、 ２ - メ チ

ル ペ ン タ ン、 ｎ - ヘ キ サ ン な ど ６ 化 学 物 質 を 検 出、

医師は「どうして、このような化学物質が体内に取

り込まれたのだろうか。考えられない」と不思議が

っていたという。現在は医師の勧めで、ウィークデ
ーは空気のいい静岡県御殿場に転地、土曜と日曜だ

け井草に帰ってくる生活です。

自動車排ガス説から硫化水素説へ

当初、何か原因か分からないなか、東京都は自動

車排出ガス原因説を打ち出しました。しかし杉並中

継所周辺地域の自動車走行量の増加や交通渋滞激化

の時期と杉並病の発生時期がマッチしないことなど

説明のつかないことが多く、都はこれを取り下げま

し た。

被害住民１８人は１９９７年５月、国の公害等調整員会

に 原 因 の 裁 定 を 求 め る 調 停 を 申 請 、 既 に ６ 年 近 く、
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杉並区井草５丁目に住む斎藤正弘さん（６６歳）の腕に１９９６年にで
きた水ふくれ。このような皮膚疾患がは腹、背中、腰など体中にで
き、水泡から液が出てひどく探かったという。今は治っている
＝１９９８年、妻の恵子さん、写す。

審理が続けられてきました。
杉並区は被害住民の要望を受け入れて、杉並中継

所と周辺住民の健康被害との因果関係について疫学
調査を実施し、１９９９年９月、「両者の間には一定の相
関性が存在する」という調査結果報告書を発表しま
した。しかし発症発現率の計算方法や設問の仕方、

調査地点の設定などに不十分なところがあり、その
結果、発症が沈静化しているという結論が導かれま
した。

調査の不備はあっても、杉並中継所と「杉並病」
との間に相関関係があると認めたことは重要です。
この疫学調査の結果、東京都は中継所と「杉並病」
との相関関係を認めざるを得なくなり、２０００年３月、

「住民の健康被害の主な原因は中継所の硫化水素が、
住宅内の配管や道路上の雨水ますから放出したため」
と発表しました。
これを受けて石原慎太郎都知事が謝罪のコメント

を発表、因果関係の明らかになったケースについて
は補償する意向を表明しました。都は硫化水素の発
生源である排水施設を改修、工事終了後の「杉並病」

発生は認めず、補償しないという立場を取りました。

該当者が全くいない硫化水素の症状

硫化水素が中継所周辺住民が受けている健康被害

の真の原因物質であるならば、欠陥のあった排水路

の使用を停止した１９９６年８月以降は杉並病の新規発

症が生じないはずです。ところが、杉並中継所から

の有毒物質排出は下水道の改修後に増加し、多くの

患者が続発、杉並病は拡大の一途をたどり、今なお



発症が続いてます。都の「硫化水素説」
の誤まりは、この事実がよく物語って
います。

「硫化水素説」では杉並病発症地域
の広がりも説明できません。被害住民
が自ら調べた「患者が空気から苦情を

感じた範囲」によると、苦痛を感じた
地域は、北は練馬区の西武池袋線石神
井公園駅、南は当初の西武新宿線上井
草駅から、約２．４キロ南のＪＲ中央本
線西荻窪駅に広がっています。
硫化水素は卵の腐った時に出るよう
な強い臭気を発します。しかし住民は
１９９６年７月４日の調査に対し「硫化水

素とは違う刺激性のある臭気を感じ
た」と答えています。

患者が空気から苦痛を感じた範囲（１９９６年）出所）他康被害者だちか作成。

東
久
留
米

ひ
ば
り
が
．

９／１０，

-

-
-

西
武
柳
沢

ｉｌ　ｌ　　ｌ　０４１
１１　１　　１　

阿
田
無

中央本線

武
蔵
境

しかも東京都は２００１年１月、損害賠償を求めた中

継所周辺の被害住民６人に対し「硫化水素の症状に
該当しないｊとして、請求を却下しました。被害住
民の補償申請の却下は東京都が自ら「硫化水素原因
説」の誤りを証明して見せているようなものです。
結局、硫化水素の症状の患者は１人もいません。

検出・確認された化学物質４００種

杉並病支援の科学者たちは理の通らない「硫化水素
原囚説」に強く反発。２００１年１月、科学者３４人が「廃

棄物系化学物質による健康被害者を支援する科学者
グループ」（代表・大谷育夫内科医）を結成しました。
そして７月、都に「硫化水素説」の撤回と被害住民の

苦痛をなくす措置の早期実施を求める意見書を石原
知事に提出しました。
意見書は「杉並中継所は被害者に身休的・精神的

苦痛ばかりか、避難・移転に多額の金銭の支出や失
業などの苦痛を与えている」として、①中継所の稼動
の停止、被害との関連の優先的な調査、②硫化水素
による被害とは異なる現在の被害状況を認め、公表

することーなど６項目の早急実施を提言しています。
支援の科学者たちは杉並病の原因と思われる毒性

化学物質の検出による原因究明に令力を挙げました。
幸い、被害者の中に旧通産省（現、経済産業省）工業
技術院で材料科学の仕事に携わり、多様な化学物質
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表１．杉並病と杉並ごみ中継所をめぐる主な動き
１９９６年４月東京都清掃局杉並中継所が本稼動を開始。
周辺住民から「息苦しい」、「目の異常」など体調不良の
訴えが出る。
６月住民がアンケート調査、４２人が健康不良と答える。
住民３人が７月にかけて咳を伴う呼吸困難、意識もうろ
うなどで緊急入院。
７月被害者たちが「杉並病をなくす会」を結成。東京
都清掃局が中継所の環境調査を開始。
９月被害住民が東京都公害審査会に公害調停を申請。
１１月杉並区が住民健康調査、３１９人が健康不調。
１９９７年３月中継所換気用排気ダクトに脱臭フィルター
を取り付ける。都と杉並区が住民説明会、調査結果の資
料 を 配 布。
５月東京都が公害審査会で調停を拒否。このため被害
住民１８人が国の公害等調整委員会に原因截定を申請。
６ 月 受 理。
１９９８年１０月「練馬の杉並病をなくす会」が発足。
１１月東京都が「杉並中継所周辺環境問題調査委貝会」を
設 置。
２０００年３月同委貝会が［調査報告書］を公表し、健康
被害の原囚について［主な原因は杉並中継所の未処理の
排水に含まれていた硫化水素］と発表。石原慎太郎都知
事が謝罪のコメント。
２００１年１月東京祁が損害賠償を求めた中継所周辺の被
害住民６人に対し「硫化水素の症状に該当しない」とし
て、請求を却下。
７月「杉並シンドローム研究科学者の会」が「硫化水
素説は利一学的に根拠がなく、誤りである」と指摘、被害
者救済策を提言。
１２月公害等調整委員会で被害者側証人の小椋和子理学
博士が「中継所から原判物質や添加剤、それらの変成物
質などのプラスチック関連物質、多くの発がん性、内分
泌かく乱性の確定した有害物質る」と証言。
２００２年１月東京都側証人が「中継所の排気と住民の健
康被害との間には疫学的囚果関係が存在するＪと証言。
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分析経験もある津谷裕子工学博士（７２歳）がいます。

津谷博士は杉並中継所の真南約１３０メートルの距離

に住んでいたため、中継所の試験運転が始まった直

後の１９９６年３月から北風によって運ばれてくる有毒

化学物質を吸い込み、頭痛、吐き気、手足の筋肉の

けいれん、気管支と喉の痛み、流涙などに悩まされ

ました。その後、ご主人も発症、夫婦そろって茨城

県土浦市に移転しました。

津谷博士は時には気が遠くなることもある厳しい

闘病生活の中で、支援の科学者たちと協力、原因究

明に努めました。１９９７年１月から杉並中継所周辺の

空気、空気浄化フィルター、排水中に含まれている

化学物質の、行政による分析の解析に取り組み、こ

れまでの６年間に少なくとも４００種以上の化学物質の

存 在 を 突 き 止 め ま し た。

杉並中継所周辺の空気から検出された有害化学物

質約４００のうちの主なものと、その主要な毒性を表２

に 掲 げ ま し た。

特に毒性の強いものはイソシアネート類、シアン

化合物類、アルデヒド類、無水フタール酸、ビフェ
ニール 、 酸 化 エチ レン、 ヘ キ サ ク ロ ロ ブタ ジェ ン、

水銀蒸気（以上、表にある）、各種のフタール酸エス

テル類、フェノール、４ - ニ ト ロジフェニール、ダ

イ オ キ シ ン で す。

判明した多種プラスチック起源物質

検出された４００種以上の化学物質の中にはプラスチ

ックの添加物やプラスチックの分解と反応で生じた

と思われる毒性物質が原料物質、添加剤、それらの

変成物質として極めて多種類、存在することが分か

り ま し た。

例えば、行政が１９９８年５月に杉並中継所から２００メ
ートル離れた地点の空気から採取した半揮発性物質

を津谷博士が定性分析機・磁気記録を自動検索プロ

グラムに読み取らせたところ、トルエンジイソシア

ネート（ウレタンフォームの原料）、フタル酸類（可

塑剤八カプロラクタム（ナイロンの原料）など多く

のプラスチック起源の物質、それらの酸化物、農薬

類、化石燃料、多環芳香族炭化水素、ｊ尭却起源のア
ルカン、起源不明の物質などが検出されました。

杉並中継所の周辺で、プラスチック起源の物質が
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な ぜこれほど多く検出されるののでしょうか。同中

継所では家庭から出る不燃ごみを圧縮して大型コン

テナに詰め替える作業をしています。不燃ごみの大

部分はプラスチックごみ。そこで津谷博士はプラス

チ ッ ク の 圧 縮 ・ 摩 擦 な ど の 機 械 的 な 作 用 に 着 目 し、

国内外の文献を調べてみました。

その結果、多くのプラスチック多量体およびトル
エンジイソシアネートや有機シアンなどの中枢神経

毒性をもつ物質さえもがプラスチックの摩擦や圧縮

によって発生することが判明しました。

廃プラが擦れ合って添加毒物を放出

プラスチックごみの押込み作業からこのような毒

性物質が発生するメカニズムは、プラスチックの構

造を学術用語「メカケミストリー」に当てはめて次

の よ う に 説 明 さ れ ま す。

プラスチックやゴムなどの高分子材料は炭素原子

の連なりの周りに水素原子と少しの窒素や酸素のっ

いた最少単位の分子、つまり単量体（モノマー）が

数十万個とか数百万個、堅く化学結合して大きな高

分子となり、それが絡み合って穴だらけの固体をっ

く って い る も の で す。

そのままでは材料として実用的でないために、隙

間にいろいろな種頬の添加剤を混ぜ込んでいる。添

加剤の中にはシアン系化合物やリン系化合物、フタ

ル酸エステルなどなど毒性の強いものも少なくない

の で す。

また単分子から高分子を製造するときに、単量体

と高分子の問のやや小さい分子（これを多量体とい

引が材料の間に残っている。大抵のプラスチックの

単量体や多量体は毒性を持っていて、しかも蒸発し

やすい。安定して使われていた材料の高分子も、環

境条件によって単量体に分解（これを解重合とい引

したり、化学反応を起こして毒性を変えたりします。

大量のプラスチックごみの容積を減らし、コンテ

ナに押し込める作業をしている杉並中継所では、プ

ラスチック相互の表面が強く擦り合わされ、押付け

力は１平方センチメートル当たり３．５キログラム、約

２００平方センチメートルでは約７００キログラムです。

この作業によって、これまで述べたような化学反応

がひっきりなしに発生します。



表２．杉並中継所で検出された主な物質の毒性 （単位：ｐｐｍ）

【物質名】 【毒性】 【管理濃度】
ト ル エ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 吸入すると、高度の毒性を持ち、ひどい皮膚炎と気管支けいれんを起こ

す。臭気が感じられるのは０．１ｐｐｍで、１ｐｐｍ程度では肺気管支炎肺炎を

起こす危険性がある。管理濃度では臭気が感じられないため長時間暴露

される恐れがある。角膜障害、喘息など。

０．００５

２ ． ４ 一 二 ト ロ ジ フ エ ニ ー ル 角膜障害、腎および肝障害、中枢神経作用、催腫瘍性、主に尿路系のがん。

ビ フ ェ ニ ー ル 経口では中枢神経系、末梢神経系、肝臓に障害。 ０．２

ホルムアルデヒド 頭 痛 、 め ま い 、 発 汗 、 悪 心。 ０．５

酸化エチレン 低濃度で悪心、吐き気、高濃度で目・皮膚・粘膜を刺激、多量で死亡。

無水フタール酸 皮膚感作性、皮府や目に激しい刺激、化学火傷。

ア ク リ ロ ニ ト リ ル 吸入と皮膚吸入、体内で分解してシアン化水素を発生、これにより神経

系、呼吸器系、消化器系、皮膚粘膜の障害、高濃度で意識喪失、呼吸停

止 ・ 死。

シ ア ン 目や喉の刺激、心拍促進、細胞障害性低酸素、胸苦しさ。

ク ロ ル ペ ン ゼ ン 目 ・ 鼻 の 刺 激 、 肝 ・ 腎 臓 障 害。 １０

ベ ン ゼ ン 麻酔作用、粘膜刺激、造血障害、発がん。 １０

１ ， ２ - ジ ク ロ ロ エ タ ン 肺 機 能 、 中 枢 神 経 機 能 に 障 害。 １０

ク ロ ロ ホ ル ム 低濃度慢性で胃腸・肝・腎障害、高濃度で反射機能喪失、感覚麻繰、意

識 喪 失 、 呼 吸 停 止 、 死 亡。

１０

１，４ -ジオキサン 目・鼻の刺激、催眠、頭痛、食欲減退、白血球増加、貧血。 １０１

１ ， １ ， ２ - ト リ ク ロ ル エ タ ン 慢 性 で 、 肝 ・ 腎 ・ 消 化 器 ・ 神 経 系 の 障 害。 １０

アセトアルデヒド 麻酔作用、意識混濁、気管支炎、肺浮腫、目・鼻・皮膚の腐食。 天井２５

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 頭 痛 、 め ま い 、 吐 き 気 、 貧 血 、 中 枢 神 経 、 頭 痛 、 肝 ・ 腎 、 発 が ん。 ２５

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 麻酔、頭痛、悪心、意識喪失、肝・腎障害、高温でホスゲンを精製する。 ２５

アセトニトリル 軽い麻酔作用、悪心、呼吸障害、刺激、シアン化物を生成する。 ４０

トルエン 中 枢神経、頭痛、記憶低下。 ５０

エ チ ル ペ ン ゼ ン 皮膚、目、呼吸器を刺激、中枢神経作用。 １００

水銀蒸気 末梢感覚障害、肺炎様症状、顎下線炎、眼内赤色。 ０．０５

注）管理濃度とは厚牛。労働省が示した作米環境を管理するための基唯。東京朝Ｓが検出した物質の羽生を津谷裕子さんが調査。

体内毒物と検出物質の性質が一致

津谷博士は自らの症状の現われ方などから、健康

被害の一部の原因物質をトルエンジイソシアネート

とみています。トルエンジイソシアネートの害（表

２を参照）について、津谷博士は「連続する空咳で、

皮 膚 や 目 に も 刺 激 が あ る 。 ひ ど く な る と 肺 炎 で す。

私には、これが他の症状と交互に顕著で、今もイソ

シアネートに接すると、決まって同じ症状が出ます」

と 話 して い ま す。

日本で初めて、この病気の研究をしている医者は

津谷博士に「ひどくなると、肺胞に粟粒のようなも

のができる特殊な肺炎になる。イソシアネート中毒

は発生源が５００メートルほど離れていても、発症する。

軽くしてあげるだけで、直らない」と話したそうです。

こうして５年の歳月をかけての懸命な原因究明作

業 が 実 の って、 杉 並 中 継 所 の プ ラス チ ッ ク ご み 圧 縮

作業により、プラスチック起源の中枢神経毒性物質
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トルエンジイソシアネート、有機シアン化合物（ア
クリルニトリル、プロピオニトリルなど）などのシ
アン系化合物が発生すること、これらの毒性物質が
人の健康に及ぼす影響、プラスチック起源丿琵｜生物質
と「杉並病」との因果関係、毒性物質発生のメカニズ
ムのすべてが究明されました。

津谷博士は杉並中継所周辺の大気汚染物質を分
析・検出し、その物質の毒性と自らの体内に取り込
まれた毒性物質による症状とを照らし合わせて原因
物質を究明しました。これは、いわゆる人体実験と
共通したものがあります。杉並病の原因物質究明作

業は皮肉なことに、材料科学を専攻する分析の専門
家が重症の杉並病患者になった結果、大きく進展し
たのです。

津谷博士の積極的な協力を得て杉並病の原囚究明
を終えた支援の科学者グループは、終盤を迎えた昨

年１２月１１日の公害等調整委貝会で原因究明作業の全
成果を投入して証言しました。
証言台に立った小椋和子理学博士（環境化学）は

杉並中継所から発生している汚染物質にプラスチッ
ク起源の化学物質が多いという研究結果を説明、「わ
れわれは有害物質、感作性物質が検出されているこ
とを証明しました。中継所の構造や管理に問題があ
ったことは確実」として、中継所の即時閉鎖を提案し

ました。そして最後を「当局は中継所が被害の原囚
ではないと主張するならば、その証明をすべきです」
と結びました。

しかし１月２５日に東京都側が提出した最終準備書
而は、なぜか住民側の原因究明に問する証言につい
ては・一切触れていません。５月の原因物質鉄定か注
目されます。

中継所閉鎖と被害者救済が緊急課題

杉並中継所は毒物を放出して周辺住民に多大な健

康被害や精神的被害、転居などの経済的損害を与え

ています。１９６０年代から７０年代にかけて、日本は激

甚な産業公害を経験し、その結果、多くの悲惨な健

康被害が生み出されました。高い「授業料」を払って、

国民と行政が学んだのは、①公害が発生したら、で

きるだけ速やかに発生源を絶つこと、②行政は被害

者を早期に救済すること、③汚染者負担の原則 - な
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ど で し た。

ところが東京都は説得力のない「硫化水素説」をい

まだに頑なに主張し続けて、公害を出し続けていま

す。これでは歴史の教訓を行政が自らホゴにしてい

るようなものではないでしょうか。

杉並病患者の症状はさまざまで、その原因物質も

患者によってそれぞれ異なります。しかし杉並病の

原因と、プラスチックの圧縮による発生のメカニズ
ム、毒性物質の人体に及ぼす影響が明らかになった

のですから、東京都は健康被害者の早期救済に全力

を挙げて欲しいと思います。原因物質と個々の「杉

並病」患者との因果関係の全てが究明され尽くすま

で待つ必要はありません。

見直すべきプラスチック氾濫社会

課題はまだあります。例えば新宿区高田馬場にあ

る新宿中継所でも、毒性物質が排出され、杉並中継

所と同様、周辺住民の中に健康被害を訴える人が少

なくありません。神奈川県県公害センターが実施し

た粗大ごみ破砕施設の有害物質発生状況の調査研究

によると、粗大ごみ破砕際施設からかなりの量の重

金属や粉塵などの有害物質が排出されています。で

すから全国各地にある杉並中継所と同様の不燃ごみ

中継所や粗大ごみ・産業廃棄物の破砕施設を総点検

して、毒性物質による環境汚染を防止する実効ある

対策を早急に確立する必要があります。

「杉並病」は増え続けるプラスチックごみの容積

を減らすために発生したもので、いわば「プラスチ

ックごみ処理公害」、その発生源は行政の施設です。

確 か に プ ラス チ ッ ク は 便 利 で、 し か も 製 品 は 安 い。

しかし燃やせばダイオキシン類を発生。させ、関係省

庁の対策の遅れから環境と人体を著しく汚染しまし

た。そこへ、プラスチックごみの圧縮・破砕によって

も毒性物質を排出することが明らかになったのです。

私たちは今回の「杉並病」発生の原因とメカニズ
ムの解明を機に、プラスチック製品とプラスチック

ごみが大量生産・大量消費・大量廃棄されて、さま

ざまな問題を引き起こしている現代社会の仕組みと

プラッスチックごみ処理のあり方、プラスチックご

みの海におぽれつっある私たちの生活様式を抜本的

に見直す必要があるのではないでしょうか。
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１ 大気汚染を考える会代表

津 谷 裕 子

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ１６０

「 化 学 物 質 に よ る 大 気 汚 染 を 考 え る 会 」 の 連 絡 先 ：
Ｔｅ１．０３-３２６４-１２７１、Ｆａｘ：０３-３２６４-１２７５
Ｅ-ｍａｉ１：ｍｏＨｇａｌＴｌｉ＠ｐｏ．ｉｉｊｎｅｔ．ｏｒｊｐ

は 衆 議 院 議 員 会 館 で 月 １ 回 、 定 期 的 に 例 会 を 開 き、

化学物質による大気汚染について勉強するほか、各

政党や環境省、厚生労働省への陳情書の提出、環境

省の「化学物質と環境円卓会議」の傍聴と同会議へ

の 意 見 書 作 成 な ど で す。

化学物質による大気汚染の具体的な健康被害をテ
ーマにした勉強会としては昨年１０月７日と同２８日に、

「杉並病」の被害者を支援する科学者グループと「考

える会」、「杉並病をなくす会」が一緒に開催しだ報告

会があります。テーマは［杉並シンドロームで明ら

かになったこと］。この報告会の中で、被害者たちは

最近までの被害状況について、被害・支援者の中の科

学者たちはプラスチックごみの機械的処理による新

しいタイプの大気汚染の研究成果について、大谷育

夫内科医師が医師の目から見た杉並病の実態につい

て、それぞれ報告しました。

● 必 要 な 国 レ ベ ル の 積 極 的 な 取 組 み

杉並中継所の周辺では、化学物質を体内に取り込

んだ人たちの間で、今もなお「体がだるい」「頭がボ
ーっとしてどうにもならない」などという訴えが少

なくありません。埼玉県所沢市の「くぬぎ山」周辺、

新宿区高田馬場の新宿中継所周辺などでも化学物質

による健康被害が問題になっています。杉並病の問

題は決して１地域の問題ではなく、国民的問題とし

て黙っていられないというのが私たちの気持です。

このような観点から、私たちは化学物質による大

気汚染の防止対策に、国レベルの積極的な取組みを

強 く 要 望 して い ま す。
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化学物質による大気汚染を

●まず大気汚染による健康被害の実態把握
大気の汚れがひどくなったために体調の不良を訴
える人が近年、増えています。化学物質過敏症や環
境ホルモンに限らず、免疫に関する疾病や難病の発
生と大気汚染との関連も疑われます。多くの未確認
化学物質が健康被害とどう関わっているかも、今後
の研究課題です。

大気汚染による健康被害がこのように急速に増大
しているにもかかわらず、汚染による病気の原因特
定や発症のメカニズムなどの医学的な状況把握も、
ほとんど手がつけられないまま、健康被害が拡大し
つつあります。まず実態を知ることが必要です。

こうした実態をつかむ勉強をするため、私たちは
２０００年１月、化学物質対策を立ててほしい人だちと、

対策を立てる役割をもつ国会議員などが一緒になっ
て［化学物質による大気汚染を考える会］をっくっ

たのです。
●主な活動は月１［亘］の定例会や陳情など
「考える会」は現在、会員数４０人。その主な活動



近 海 魚 の ダイニ オ キ ： ） ： ’ ５ シ ’ ： ン 汚 ｊ 染

食 品 プ ロ ジ ェ ク ト ヽ ・ タ ー ム 座 長 森 脇 靖 子

日本人の摂取するダイオキシン類の９０パーセント

は 食 品 か ら で、 食 品 の う ち 魚 介 類 の 占 め る 割 合 は

７６．９パーセントに達しています。厚生省（現厚生労

働省）によると、私たちの食品から摂取する平均の

ダイオキシン類の量は平成１１年度の場合、体重１キ

ログラム当たり１日に２．２５ピニコグラムＴＥＱ（２、３、７、８-

四 塩 化 デ イ ペ ン ゾ ダ イ オ キ シ ン に 換 算 。 以 下、

ｐｇＴＥＱ／ｋｇをピョグラムと表わす。）であり、耐容
一日摂取量（ＴＤＩ）は４ピコグラムだから心配はな

いといわれていますが、果たしてそうでしょうか。

食品プロジェクト・チームは、旧環境庁（現環境

省））の公表した「平成１１年度の公共用水と水生生物

のダイオキシン類の調査結果」と水産庁の「平成１１

年度魚介類中のダイオキシン類の実態調査結果」の

データを、２回の公開学習会の成果をふまえて、近

海魚（河川や湖沼の魚は今回の分析対象には入れな
い）について調べてみました。ここでダイオキシン

類とはＣＤＤ十ＰＣＤＦ十コプラナＰＣＢのことです。

その結果、日常の食卓に上る魚（マアナゴ、コノ

シロ、タチウオ、ブリ、マアジ、マサバ、スズキな

ど）の汚染が大きいこと、さらに半閉鎖水域である

東京湾や大阪湾の魚がかなり高濃度で汚染されてい

ることが分かりました。

～
Ｗ

９
　卜丿

ｉてＩ

Ｉ
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近海魚の汚染の現状

丁二
弓 ト

＠ ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．１６

国民会議食品プロジェクトチームによる公開学習会「食品のダイオキシン
汚染一水産庁・環境省のデータを読む」＝２月８日、川名英之写す。左上は、
講師の中南元氏

環 境庁のデータから、マアジ、マサバ、コノシロ、
スズキの４魚種について、都府県別にダイオキシン類

の汚染濃度を計算し、表１に示してあります。

日本人にとっては最も身近な大衆魚であるマアジ、
マサバは沿岸を回遊し湾内に入り、一定期間だけ湾

ですごします。コノシロは、１０～２０センチメートル

の 頃 を 関 東 で は コ ハダ、 関 西 で は ッ ナ シ と 呼 び、 正

月のおせちや江戸前の握り寿司に使われ、湾あるい

は一定の海域に定住してその生息海域内を移動しま

す。高級魚の部頬に入るスズキは、河口域や入り江

に棲み、食物連鎖の上位を占め、環境汚染の指標と

して使われている魚です。

表１を見て分かるように、都府県ごとの検体数は

少なく、検体数もまちまちであるため、厳密な比較
はできませんが、大まかな汚染の傾向は見て取れま

す。特に大都市周辺で汚染は高濃度です。スズキを

例 に と る と 、 東 京 と 大 阪 は 最 低 の 青 森 の そ れ ぞ れ

２５．７倍、８、９倍と非常に高い値になっています。

環境庁の全データから計算すると、魚介類のダイ

オキシン濃度の平均は、東京湾４．６ビコグラム、大阪

湾３．２ピニ７グラムで、日本全体１．４ピコグラムの２～３

倍になります。しかし、こうした平丿勾値は検体とな

った魚種の偏り、検体数の違いなどから必ずしも実

態を表すものではなく、汚染がより高い可能性もあ

りうると思われます。

また、汚染が最高値を示した東京湾のマアジ、マ

サバ、コノシロのデータの空欄は何を意味するので

しょうか。東京湾にはこれらの魚はいないのか、い

てもごく少なくて捕れなかったのか、それとも意図

的に捕らなかったのでしょうか。しかも表１のあちこ

ちにある空欄も気になります。

表２のＡ、Ｂは東京湾と大阪湾でダイオキシン濃度

の高い１２魚種を比較したものです。水産庁の調査結

果があるものは＊印で表に加えてあります。



日本の近海魚の汚染は深刻

たとえば、マサバを例にとると、全国平均１．７６ピ

コグラム、全海域で最大値（大阪）は９．５ピコグラム、

最小値（長崎）は０．１９ピコグラムなので、１回に１００

グラムのマサバを食べるとすると、体重５０キログラ

ムの人が摂取するダイオキシン量は体重１キロ当た

りそれぞれ、３．５２ピコグラム、１９ピコグラム、Ｏピ

コグラムとなり、この場合、最大値のサバではＴＤＩ

（４ピコグラム）の実に４．８倍のダイオキシンを摂取

す る こ と に な り ま す。

全国平均ですら、他の食品から摂るダイオキシン

量 を 考 慮 す る と ４ ピ コ グ ラム を 超 えて し ま い ま す。

（水産庁のマサバの汚染濃度も挙げておきます。東シ

ナ海長崎沖１．０１１ピコグラム、太平洋銚子沖０．３９７ピコ

グラム、ノールウェー・バレンツ海１．１８ピコグラム。

ただし、水産庁のデータは１０検体の平均値です）

汚染は同一地域で魚種や魚の個体により異なりま

すが、それ以上に、海が化学物質の最終的な溜まり

場であるため背後にある陸地の影響が大であり、一

般的傾向として地域により大きく異なることが分か

り ま す。

ダイオキシンのリスク集団への対策

表１都道府県別４魚種のダイオキシン類の平均汚染濃度

日本のＴＤＩは４ピコグラムですが、ＥＵ委員会は

２００１年に耐容週間摂取量（ＴＷＩ）を体重１キログラ

ム当たり１週間に１４ピコグラムＴＥＱとするように勧

告しています。これはＴＤＩで２ピコグラムに相当し

ます。１９９５年以降の日本人の平均摂取量は２～３ピ

コグラムで、現在の日本人はＥＵのこの値を超えてい

る こ と に な り ま す。

さらにアメリカの環境保護庁（ＥＰＡ）は、発ガン

リスクに基づいて１．２ピコグラム以上の魚は食用を禁

じており、州によっては危険度に応じて住民に魚介

類 摂 取 の 警 告 を 出 して い ま す。

日本の近海魚の高いダイオキシン汚染度に照らし

て見ると、汚染の高い海、川、湖の近くに住み、地元

の魚に食生活を依存している人々、あるいは、これ

か ら 子 供 を っ く ろ う と して い る 若 い 人 た ち 、 妊 婦、

授乳している女性、乳幼児にとって高濃度のダイオ

キ シ ン 摂 取 は 重 大 な 影 響 を 及 ぽ す と 考 え ら れ ま す。

少 な く と も 、 こう し た リ ス ク が 大 き い と 思 わ れ る

人々に対する早急な対策が日本でも必要です。

現在、食品プロジェクト・チームは魚介類の汚染実

態とその原因および調理・献立を含めたダイオキシ

ン対処の仕方など分かりやすい形でパンフレットに

まとめ、１０月の公表を目指しているところです。

（カッコ内は検体数。ｐｇＴＥＱ／ｇ）

全国平均 青森 岩手 秋田 宮城 山形 群馬 茨城 干葉 東京 神奈川 新潟 富山 静岡 愛知
マアジ １．１３（１６５） ０、７１（３） Ｏ、４１（３） １，２６（４） ｜．０９（６） １．０６（６） １、０９（６） ２．７０（４） ２．１３（３） １．０９（９ １．０５（７） １．５０（２） ２、２３（３）

マサバ １．７６（７０） ０．４０（４） ２、ｏ（７） ３．８０（１） ０．３９（２） ２．２２（５） ２．１０（１） ３．４０（２） １．９０（１） ５．７０（１） １．１８（６ １．３３（３） １．１０（１）

コノシロ ３．６９㈲） ２．３０（３） ３．７３（３） ２．０（２） ４．２５（６） ２．３８（４）

スズキ ３、０８（８６） ０．３８（１） １．２０（１） ４、２（４） ｜．２０（２） １．５４（２） ４．９３（３） ６．３３（６） ９．７８（８） ６，１０（１） １．７６（３） ３．３７（３） １．０（５）

三重 京都 福井 兵庫 大阪 和歌山 島根 鳥取 岡山 広島 山口 徳島 香川 愛媛 高知
マアジ １．４０（３） ０．４０（６） １．１２（３） ２．２７（６） ７．０（２） １．４２（９） ０．５１（５） １．２２（４） ０．８１（３） ０．７９（５） １．３５（４） ｌｊ４（６） ０．４６（６） ｜．４３（２）
マ サ バ ０．４８（４） ９．５０（１） １．９９（８） １．２６（３） １．８５（２） ０．２３（１） ３．５５（２） ４．６０（３）

コノシロ ４．２０（｜） ０．６４（１） ２．０（２） ７．０（３） １２．９（４） ２．５０（２） ２．２５（２） ４．１５（２） ２．５０（３） １．７３（３） ４．６５（２） ３．０（１）

スズキ ２．０（６） ０．５１（１） ３．３８（４） ３．３７（６） ０．８６（２） １．６７（３） ０．９４（１） ２．１０（１） ０．６０（２） １．００（４）

表２心大ｉ潮細ダイオキシン１評均顛
魚名 汚染程度 個体数 平均値

ボラ ２．４～２、２ １０ ６，５１

タチウオ ４．４～８．１ ６．３７

スズキ ０．９０～１９ １０ ３．３７

マアジ ０．８４～８．４

クロダイ ３．７～１０ ７．２

マダイ Ｏ、６４～３．３ ２．８

キヌチ ３．２～１４ ４、７

ブリ ３．６～５．８ ４．７

マイワシ ２．９ ２．９

マサバ ９．５ ９．５

コノシロ ５．４～１９ １０．４※９．１４

マアナゴ ※８．３１

（ｐｇＴＥＱ／ｇ） （ｐｇＴＥＱ／ｇ）

Ｂ：３１京湾の細ダイオキシン絆知駈叫球厨デーり］嘔ｌｉの椅）

魚名 汚染程度 個体数 平均値
ボラ １、２～１．６ １．４

タチウオ ５．４ ５、４

スズキ ３．２～２．７ １４ ８．０１※６．５４張４．２５

マ ア ジ １．３～２．０ １．７３

クロダイ １．３～４．０ ２．３３

マダイ
キヌチ
ブリ
マイワシ
マサバ １．９ ｜、９

コ ノシロ ２．０～２．１ ２．０５

マ ア ナ ゴ ３．４～３３ １２ ９．０３

（ｐｇＴＥＱ／ｇ） （ｐｇＴＥＱ／ｇ）

福岡 佐賀 長崎 熊本
マ ア ジ ０．６９（２） ０．５４（４） ０．７１（７） １、０６（２）
マ サ バ ０．５６（２） ０．５４（４） Ｏ、３９（２） ０．２５（１）
コノシロ ７．１（３） ３．３０（１） １．５２（４）
ス ズ キ １．４（１） ０．４２（２） １．１４（３） ０．６４（４）

大分 宮崎 鹿児島 沖縄
マ ア ジ ０．３８（８） １．９３（３） ０．７４（３）
マ サ バ ０．２３（１） ０．２２（１）
コノシロ １．６３（３） ０．４８（１） １、１５（３）
ス ズ キ ０．９３（１） ０．４２（１）
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環境法の今・第９回

（土壌汚染対策法ム案）

はじめに
２０世紀、化学工業はめざましい進展を遂げま

した。私たちの身の回りには多くの化学物質が
あります。
土壌は、人の生活及び経済活動の基盤である
とともに、物質の循環や生態系維持の要として
も重要な役割を果たしていますが、その土壌が

化学物質によって汚染されると汚染土壌の直接
摂取、地下水やそこで生育した農作物の摂取に
より人の健康及び生活環境に悪影響を及ぼしま
す。従来から重金属・揮発性有機化合物その他
の有害物質による土壌汚染の深刻さが憂慮され

ていましたが、近年新たに判明し顕在化する土
壌汚染の事例が増加して、有害物質による土壌
汚染はもはや放置できない状況になっています。

１。経過

平成１３年１０月１３日に環境大臣より中央環境審
議会に対してなされた「今後の土壌環境保全対策
の在り方について」の諮問に対し、同審議会土

壌農薬部会土壌制度小委員会が平成１４年１月に
とりまとめた報告をもとに環境省が作成した土

壌汚染対策法案が、本年２月１５日の閣議決定を
経て、第１５４回今通常国会に提出されました。３

月初頭現在、審議の具体的なスケジュールは未
定です。

２ 。 法 案 の 概 要

本法案は、８章、全４１条及び附則からできて

います。主な柱は、次のとおりです。

（１）目的

この法律は、土壌の特定有害物質による汚染

の状況の把握に関する措置及びその汚染による

人の健康に係る被害の防止に関する措置を定め

る こ と 等 に よ り 、 土 壌 汚 染 対 策 の 実 施 を 図 り、

もって国民の健康を保護することを目的とする。

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ、１６
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（２）土壌汚染状況調査
鉛り比素・トリクロロエチレンその他特定有

害物質を製造・使用・処理していた特定施設が
使用を廃止したときは、その工場・事業場の敷
地であった土地の所有者・管理者・占有者（所
有者等）は原則としてその土壌汚染状況を調査
し、結果を都道府県知事・に報告しなければなら
な い。
このほか、都道府県知事が特定有害物質によ

る土壌汚染により人の健康に係る被害が生じる
おそれがあるものとして政令で定める基準に該

当する土地があると認めるときは、当該土地の
所有者等に調査・結果報告を命じることができ
る。

（３）指定区域の指定
都道府県知事は、土壌汚染状況調査の結果、

当該土地の汚染状態が環境省令で定める基準に
適合しないときは、当該土地の区域を特定有害
物質に汚染されている区域として指定して公示
し、指定区域台帳を訓整し原則として閲覧に供
す る。
（４）土壌汚染による健康被害の防止措置

都道府県知事は、特定有害物質による土壌汚
染により、人の健康に係る被害が生じ、または
生じるおそれがあるものとして政令で定める基

準に該当する指定区域内の上地があると認める
ときは、当該土地の所有者等または場合によっ
ては所有者等以外の汚染行為者に対して汚染の

除去等の措置を命ずることができる。
（５）指定調査機関
（２）の土壌汚染状況調査は、環境大臣が指

定する調査機関に行わせる。
（６）指定支援法人

環境大臣が全国に１っ指定する指定支援法人
は、次の業務を行う。
・指定区域内で汚染の除去等の措置を行う者へ



の助成を行う地方公共団体に対しての助成金の

交付
・土壌汚染状況調査等について、照会・相談に

応じ、必要な助言を行う
・知識の普及、国民の理解の増進

・基金の設置・管理など

（フ）罰則

（２）記載の土壌汚染状況調査について、都

道府県知事による結果を報告しない者に対する

報告命令または虚偽の報告をした者に対する是

正命令違反、都道府県知事による調査・報告命

令への違反、（４）記載の措置命令に対する違反

などに対しては、１年以下の懲役または１００万円

以下の罰金

３ 。 法 案 の 問 題 点

（１）本法案は、汚染状況の把握（ニヒ壌汚染の調

査）と汚染による人の健康被害の防止に関する

措置を定めることにより国民の健康を保護する

という構造になっており、土壌汚染を未然に防

止するという最も大切な項目を欠き、すでに汚

染されそれが明らかになった土壌についての対

策だけを定めるに過ぎません。本法案の名称が、

上壌汚染防止丿去ではなく土壌汚染対策法となっ

ているのもこのことをあらわしています。

土壌汚染の状況を調査し、すでに汚染された

土壌を浄ィヒし、汚染の拡散を防止することは確

かに大切です。しかし、その前提として、なん

びとも土壌を汚染してはならないこと、及び汚

染者の責任は明確にされなければならないと思
い ま す。

（２）また、「国民の健康を保護することを目的

とする」としかされておらず、土壌が有する生

態系維持という大切な機能を保護するという視

点が盛り込まれていません。すでに諸外国では

生態系保護を目的とすることが常識になってい

るなかで、認識が遅れていると言わざるを得ま

せん。これから新たに作る法律ですから、生態

系保護を目的に加えるべきです。

（３）汚染状況調査の契機が、施設の廃止時、用

途 変 更 時 な ど に 限 定 さ れて お り 、 充 分 と は い え

ません。また、土地の所有者等が調査主体とさ

れて い ま す が 、 汚 染 者 負 担 の 原 則 に 照 ら し 問 題

で す。

（４）住民に対し、調査の申出権、立会権など、

参 加 の 権 利 が 認 め ら れて い ま せ ん。

（５）指定調査機関制度は指定業者との癒着、業

者 間 の 談 合 な どの 問 題 を 生 む お そ れ が あ り ま す

し、指定支援法人制度は特殊法人改革の流れに

逆行するものです（※１）。

４。おわりに

本来、有害物質による土壌汚染の問題は、表
層土壌・地層・地下大気・地下水などを含む地
質環境全体の保全という観点から検討されるべ
きものです。
有害物質が漏洩などすると、まず表層土壌が
汚染され、地下に浸透して地層が汚染され、同
時に地下空気も汚染され、放置すればやがて地
下水も汚染されます（※２）。このような汚染メ
カニズムを網羅する地質環境保全対策の基本法
が必要です。本法案のような、部分的な対策だ

けを決めてこと足れりとしたのでは将来に禍根
を残すことになるでしょう。

※ １ 本 法 案 の 条 文 ご と の 問 題 点 に つ い て は、

国 民 会 議 ホ ーム ペー ジ 上 の 「 土 壌 汚 染 対 策 法 案

に 対 す る 提 言 」 を ご 覧 下 さ い。

※２「地質環境保全法一一地質環境の修復と想

像の具体策-」鈴木喜計１９９８
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容器包装リサイクル法に
関する改正提言を提出

２００２年２月２８日、国民会議の立川涼代表外５名は環

境省を訪れ、「容器包装リサイクル法に関する改正提

言」を提出するとともに、飯島廃棄物・リサイクル部

長、長門リサイクル推進室長らと約２時間半にわたっ

て意見交換を行いました。３月８日には経済産業省に

も同文を提出し、田辺リサイクル推進課長と意見交換

を行いました。

国民会議では、「循環型社会形成推進基本法」の成

立に伴い、同法の基本精神に沿った容器包装リサイク

ル法の見直しが必要であると考え、［容器包装リサイ

クル法改正提言チーム］（座長礒野弥生東京経済大学

教授）を設けて検討を重ねてきました。容り法は、施

行当初からさまざまな問題点が指摘されていました

が、その後基本法が制定され、その精神にもそぐわな

いことが明らかになってきました。特に、同法がリサ

イクル中心で、リデュース、リユースの優先施策が講

じられていないことや、自治体の負担が重く拡大生産

者責任（ＥＰＲ）の原則の適用が不十分であることな

どは重大な欠陥といえます。

そこで、国民会議では、①自治体に回収責任を課す

ことを改め、回収から再商品化までの全費用を生産者

の負担とすること、②リデュース、リユース促進のた

めに課徴金制度を導入することなど６項目の提言を行

いました（前号配布のダイジェスト版をご参照くださ

い。全文はホームページでご覧いただけます）。

” 、 ’ 、 ’ ７ ‾ - 、 一 丿 - Ｕ Ｉ 祐゛゛

環境省としては、同法に問題があることは詔識して
いるが、法施行後あまり吽間が経過していないこと、

効果は年を追うごとに着実に現れてきていること、事

業者の負担が施行当初に比して１０倍増になっており、

更なる負担増は求めにくい現状にあることなどから、

直ちに改正に着手するのではなく、自治体の負担の実

態調査や、容器間のＬＣＡ比較研究などを行い、その

結果に基づいて改正を検討したいと言っています。

循環型社会を構築するためには、従来の生産・消費

システムを大きく変更する必要があります。そのため

に、一時的には事業者への負担が大きくなることがあ

りますが、やがてその費用は価格に転嫁され、終局的

には消費者が負担することになります。価格への転嫁

（内部化）を通じて、より環境負荷の少ない商品生産
へのインセンティブが生産者に働き、その結果、技術

革新がすすみ、環境負荷の低減が効率的に行われるこ

とになるのです。

このような拡大生産者責任（ＥＰＲ）の考え方につ

いて、国民的理解をすすめ、早期に生産・消費システ

ムの変革に着手するべきです。一日でも早く着手すれ

ば、それだけ早期に循環型社会を実現することが可能

になります。着手が遅れれば、手遅れにもなりかねま

せん。国民会議では、今後も粘り強く提言活動を続け

ていきたいと考えています。多くの皆様のご支援、ご

協力をお願いします。

経済産業省中間とりまとめ「循環型経済システム
の高度化に向けて（案）」に対する意見を提出
経済産業省・産業構造審議会・廃棄物リサイクル小

委員会ワーキンググループ中問とりまとめ「循環型経

済システムの高度化に向けて（案）」に対する意見を、

経済産業省、環境省に提出しました。

中間とりまとめには、拡大生産者責任と役割分担

（生産者・自治体・消費者の各役割は何か）、廃掃法の

ΦＮＥｗｓＬＥＴｒＥＲＶＯＩ．１６

規制緩和、サーマルリサイクルの促送など重要な論点

が含まれています。是非ご覧下さい。

この他にも、循万以型経済システムのあり方をめぐる

論議が各省庁で行われていますので、注視して声を上

げていきましょう！（国民会議の意見は、ホームペー

ジでご覧になれます）
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（ 最 近 の 国 際 動 向 ）

■国 連 、 プ ラス チ ッ ク ご み の 処 理 に 関 す る 国 際 的

ガイドラインを採択

国連環境計画（ＵＮＥＰ）は、約１００力国から集まっ

た専門家による２月の会合で、「プラスチックごみの

識別と環境的に健全な管理、ならびに廃棄のための技

術的ガイドライン」を採択したことを発表した。Ｆ有

害廃棄物の越境移動及びその処分の規制に関するバー
ゼル条約」のテクニカル・ワーキンググループによっ

て採択されたこのガイドラインは、発展途上国の多く

が二球馳こ増え続けるプラスチックごみに対処するのに

必要な法律や施設を整備していないことに関する懸念

の高まりに答えたものである。

多くの発展途上国は、プラスチックごみを野外で焼

却・埋め立て処分しており、適切な管理がされていな

い。プラスチックのなかでも、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）

の 焼 却 処 理 の 排 ガ ス か ら は 残 留 性 有 機 汚 染 物 質

（ＰＯＰｓ）、すなわちフランやダイオキシンが発生レ
これらの発がん物質は世界中に運ばれる。

今後、各国政府は環境的に健全なプラスチックごみ

の管理を推進するために新しいガイドラインを用いる

ことになる。ガイドラインは、機械的リサイクルのた

めの選別、公衆衛生と安全性、出荷と輸送、原料リサ

イクル 、 圧 縮 、 エ ネ ル ギ ー 回 収 、 最 終 的 廃 棄 な ど、

様々な廃棄物管理問題に触れている。このガイドライ

ンは、２００２年１２月１３日にジュネーブで開かれる予定の

条約締約国会議の第６回会合で最終的に採択される見

通 しで あ る。

（出所：

ｈｔφｙ／ｗｗｌｙｕｎｅｐ．ｏｒｇ／Ｉ）ｏｃｕｎｌｅｎｔｓのｅｆａｕｌｔ．ａｓｌ）？Ｅ）ｏｃｕｍｅｎｔｌ

Ｄ＝２３３心し・ｔｉｄｅＩＤ＝２９９６）

■ フ タル 酸 ジエ チル ヘ キ シル の 環 境 リ ス ク は 「 過

小 評 価 」 さ れて い る

ＥＵの毒物・環境毒物・環境科学委貝会は、フタル

酸エステルの一種であるフタル酸ジエチルヘキシル

（ＤＥＨＰ）が環境へ及ぼすダメージの可能性、および

翻訳：森谷隆

食物連鎖を通して二次的毒性を引き起こす可能性に関

し、ＥＵの科学者らが過小評価していると指摘した。

また同委員会は、人間の健康に及ぼすＤＥＨＰのリス

クについて、ＤＥＨＰが混入している玩具で遊ぶ子供、

医療器具に使用されているフタル酸エステルにさらさ

れる患者、およびそれらを扱うメーカーの従業員や医

療関係者などの曝露を削減するために特別な規制が必

要であるという見解を発表した。

・ＥＵ規模で販売禁止となる化学物質が追加

欧州委員会は、３９種類の化学物質の一般販売をＥＵ

規模で禁止する指令案を提出した。対象となる化学物

質はすべて、昨年８月に発がん性・突然変異誘発性・

生殖毒性を有する化学物質（ＣＭＲ）に分類されたも

の で あ る。

指令案が閣僚理事会と欧州議会の協議及び採決を経

て可決されると、該当する化学物質を含む化学品また

は調合剤の消費者への販売が停止される。但し、メー

カーに対する規制措置は設けられておらず、完成製品

の 販 売 も 影 響 を 受 け な い 。 指 令 案 の 対 象 と な っ た

ＣＭＲの中には、フタル酸エステル（ｐｈｔｈａｌａｔｅｓ八ジブ

チルフタレート（ＤＢＰ）、フタル酸ジエチルヘキシル

（ＤＥＨＰ）、塩素系溶剤、脱脂剤トリクロロエチレン

（ｔｒｉｃｈｌｏｍｅｔｈｙｌｅｎｅ）などが含まれている。

また欧州委員会は１９７６年に提出された指令の付表で

ある「ブラックリスト」に、２度目のＣＭＲ分類で選

出 さ れ た 化 学 物 質 グ ル ープ、 短 鎖 塩 化 パ ラ フ ィ ン

（ｓｈｏ政一ｃｈａｊｌｃｈｌｏｒｉｎａｔｅｄｐａｒａｆｎｎ）、難燃剤であるペン

タブロモジフェニルエーテル（ｐｅｎｔａ-ＢＤＥ）を追加す

る手続きを始めた。

（出所：欧州委員会＜ｌｌｔｔｐ：／／ｅｕｒ（）ｐＥ１．ｅｕ．ｉｎｔｙ（ｌｏｍｍ／＞、

指令案の内容くｈｔｔｐ：／／ｅｕｒｏｐａ．ｅｕ．ｉｎｔ／ｅｕｒ-

１ｅｘソｅｎ／ｃｏ❹Ｉ）16２００２かｏｍ２００２＿００７０ｅｎ０１・ｐｄｆ＞）
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◇日時◇４月２０日（土）１２時３０分から午後４時半まで。

◇場所＝千代田区内幸町２-２-１、日本ブレスセンター１０階
◇会費＝５００円

◇プログラム＝中下裕子ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議事務
局長・弁護士「開会に当たってエＦ杉並中継所のプラスチック公害の実

ほぼ１年をかけて制作してきた環境教育ビデオ
が、この２月２８日に完成しました。次世代を担う
たくさんの子どもたちに廃棄物問題を身近にそしてｊ
真剣に考えてほしいと思い、学校教育の総合学習や
社会科の発展学習の教材として使いやすいように工
夫しました。
ビデオは廃棄物問題と循環型社会を俯瞰する内容£

ですが、一般的な３日に加えもう１つのＨであるリ
フューズＲｅｆｕｓｅ、つまり不要なもの・ゴミになり
やすいものは買わないという概念を加えて４日とし
ています。重要な概念ですが、この不況時に物を買
うなという主張をすることは、かなりの冒険と言わ
ざるを得ず、どこまで受容され定着するかは、今後
の社会を私たちがまた子どもたちがどう変えていく
かにかかっています。
去る３月３日の池袋での試写会＆説明会で参加者
からいただいた責重な意見は、ぜひ今後に活かした
いと思います。また会員の皆様からも、図書館や学
校など各所へご紹介してください。

編集後言ｉコし 広報委員会委員長佐和洋亮

- 「 ム ネ オ ハ ウ ス 」 の 島 -

北 海 道 の 北 東 に 突 き 出 し た 知 床 半 島。
こ れ と ほ ば 平 行 に 並 んで い る 島 、 国 後
（クナシリ）島。北方四島のーつ。長さは
知床半島のほば２倍。２つの村に人口約
７０００人。約１３００世帯の内１０００世帯が漁
業に従事。ウニ、力二、エビ、カレイな
ど が 採 れ る。
その漁獲割当量はサハリン州の漁業研

究所が決定している。ロシア国立国後自
然保護区長グリゴリエフさんの報告によ
れば、例えば、ウニの１年間の漁獲割当
量程のものが、１ヵ月間で北海道に輸出
されたこともあり、北海道へ密輸するた
めの密漁が絶えないとのこと。
この密漁の中心はサハリン本島の水産

会社の漁船で、このような島外漁船によ
っ て、 島 の 水 産 資 源 は 収 奪 さ れて お り、
国後島の一般住民の生活水準は、以前よ
りも悪くなっている。
さらに、密漁は、小エビまで根こそぎ

態と問題の経過に関するビデオ上映・説明」
（川名英之江戸川大学講師）の後、津谷裕子工
学博士（元工業技術院・材料科学）Ｆ大気汚染発
生のメカニズムと、その確認」、大谷育夫（内
科医）「杉並病の症状エ内田義之医学博士（筑
波大学医学部）「プラスチック系物質による疾
患」、丼□てる子こ［学博士「疑わしい健康被害
状況」（東京医科大学・物理）など。

○主
○共

催：エコケミストリー研究会
催：ダイオキシン・環境ホルモ

ン対策国民会議ほか

〇日時：５月１６日（木）
９：５０～１７：ＯＯ

Ｏ 場 所 ： 中 央 大 学 駿 河 台 記 念 館
５２０号室（ＪＲ中央線一地

下 鉄 丸 の 内 線 御 茶 ノ 水 駅

徒歩３分）
○参加費：主催団体一般会員

］２０００円

（学生／ＮＧＯ４０００円）
共催団体会員
１５０００円

○問合せ・申込み先
エコケミストリー研究会
ＦＡＸ０４５-３３６-４０３Ｇ

採るので、それを主食とする魚類が減り、
魚を主食とするアザラシなどの海獣類の
生育に影響を及ばし、また、ウニやエビ
を主食とする珍獣ラッコも絶滅のおそれ
す ら あ る。
また、サケの定置網にラッコやアザラ

シが入って死んでしまい、カレイの刺し
網には、海に潜って魚を捕る海鳥エトピ
リカなどが掛かってしまう。このまま密
漁を許せば、この海域は「砂漠の海」に
なってしまうと心配されている。
他方、陸に目を向けると、国後島は豊

かな森林地帯があり、シマフクロウ、ヒ
グマ、オジロワシなど多様な生物が生息
して い る。
ところが、島の最高峰爺爺岳（１８８２ｍ）

山麓の自然保護区に隣接する地域で「金
鉱開発」の計画があり、この地域のサハ
リン州指定のＦ自然保護地域」が、州知
事令によって事実上廃止されてしまった。
豊かな島の海や原生林やシマフクロウの
森の生態系が危機に瀕している。

ダイオキシン・環境ホルモン対策
国 民 会 議 提 言 と 実 行
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